
 

 

  

 

同時発表：国土交通本省 

平 成 ２ ９ 年 ２ 月 １ ７ 日 

総 合 政 策 局  官 民 連 携 政 策 課 

九州地方整備局 建政部 計画管理課 

 

官民連携（PPP/PFI）事業の推進に向けた首長意見交換会の開催結果（概要）について 
（九州・沖縄ブロック） 

  

首長の考えを直接共有することで地域における PPP/PFI の浸透を図るため、国土交通省及び内閣府で

は、『地域プラットフォーム』の新たな取組として、各ブロックで首長意見交換会を開催しているところです。こ

の度、九州・沖縄ブロックにおいて開催し、各自治体の PPP/PFI の取組や課題について、活発な意見交換が

行われましたので、お知らせします。 

他のブロックでも調整ができ次第、開催する予定です。 

 

※関東、中部、東北、四国ブロックでは 10～12 月に開催しました。結果については、以下をご参考ください。 

 http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/kanminrenkei/sosei_kanminrenkei_fr1_000033.html 

※地域プラットフォームの活動については、以下をご参考ください。 

 http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/kanminrenkei/sosei_kanminrenkei_fr1_000031.html 

 

■ 日  時：平成 29 年 2 月 16 日（木） 14:00～16:00 

 

■ 場  所：（福岡市）TKP ガーデンシティ PREMIUM 博多駅前 

 

■ 登 壇 者：【コーディネーター】（九州大学 学術研究・産学官連携本部 教授） 谷口 博文 氏 

【パ ネ リ ス ト】（うきは市長）髙木 典雄 氏 

（鹿屋市副市長）原口 学 氏 

（武雄市長）小松 政 氏 

（日南市長）﨑田 恭平 氏 

（国土交通省 総合政策局 審議官） 麦島 健志 

【コ メ ン テ ー タ ー】（大分大学 副学長 経済学部 教授） 下田 憲雄 氏 

              （鹿児島大学 理工学研究科 教授） 木方 十根 氏 

 

■ 参加者数：約１３０名 

           ・産（民間事業者等）：約４０名 

・官（地方公共団体等）：約７０名 

・金（金融機関等）：約２０名 

 

■ 主な発言：別紙のとおり。なお、議事録については官民連携政策課のＨＰに後日公表予定です。 

       （官民連携政策課ＨＰ：http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/kanminrenkei/） 

 

■ 備  考：他のブロックについては調整ができ次第、順次開催を予定しています。時期や内容が確定致し 

ましたらご案内申し上げます。 

 

【お問合せ先】 

国土交通省 総合政策局 官民連携政策課 留守、青山、望月 

TEL：03-5253-8111（内 24224,24226,24218）、03-5253-8981（直） FAX：03-5253-1548 

     国道交通省 九州地方整備局 建政部 計画管理課 森、鶴田 

      TEL：092-471-6331（内 6132,6137）                    FAX：092-476-3511 



別紙 

【パネルディスカッションテーマ】 

テーマ１：本市のまちづくりにおける課題と官民連携の取組 

テーマ２：官民連携を進めるにあたっての課題 

 

【主な発言内容】 

○（うきは市長）髙木 典雄 氏 

うきは市では、公共施設を「新しく造る」から「賢く使う」ことを念頭に、身の丈に

あった運営を目指している。そうした中、指定管理者制度は複数の施設で導入している

が、運営は地域のコミュニティ組織が担っており純粋の民間企業が担ってはいない。今

後、官民連携を進めるにあたり、市内で担い手を育てていくことが課題である。 

 

○（鹿屋市副市長）原口 学 氏 

鹿屋市では、正に現在、桜ヶ丘子育て支援住宅整備、鹿屋女子高等学校施設整備をＰ

ＦＩで実施中である。これからの地域経営は、民間の人材・技術力を最大限に活かすと

ともに、市民一人一人の参加意識を高めていくことが必要と考えている。そうした中、

市内事業者の活用とそれによる地域経済の好循環をどう実現していくかが課題である。 

 

○（武雄市長）小松 政 氏 

武雄市では、図書館に指定管理者制度を導入し、開館時間を３６５日、朝９時から夜

９時までとするなど市民価値の向上に取り組んでおり、更に「子育て応援機能」などを

併せ持った「こども図書館」も開館予定である。今後も、民間のノウハウを活用し「市

民価値の向上」を目指し、利用者目線でのサービス充実を、スピード感をもって実現し

ていきたい。 

 

○（日南市長）﨑田 恭平 氏 

日南市では、若者にとって魅力ある働く場の創出に力を入れており、民間企業と組ん

で新たな仕事を創出するためのマーケティング戦略を展開している。今後も、地域の悩

み事を、民間のノウハウ、アイデア、スキルと、地域の資源（ヒト、モノ）を組み合わ

せて解決し、それがビジネスにまで発展することを期待している。それには、行政側も

民間企業と対話できるコミュニケーション能力及びスピード感が必要である。 

  



【（鹿児島大学 理工学研究科 教授） 

木方 十根 氏】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【（九州大学 学術研究・産学官連携本部 教授） 

 谷口 博文 氏】 

【官民連携（PPP/PFI）事業の推進に向けた首長意見交換会】 

【（うきは市長）髙木 典雄 氏】

【（大分大学 副学長 経済学部 教授） 

下田 憲雄 氏】 

【（鹿屋市副市長）原口 学 氏】

【（武雄市長）小松 政 氏】 【（日南市長）﨑田 恭平 氏】 
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